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調査の背景と目的

政策立案者のデータに基づく
ジェンダー平等の政策決定の状況を探る



主要な調査結果の概要

ジェンダー平等の進捗についての認識

女の子と女性に影響を及ぼす
主要な課題の大きさについての推定

政策立案のさまざまな分野での
ジェンダー平等の重要性についての認識



政策立案におけるジェンダー平等に関する
データと証拠についての認識



ジェンダー平等の
進捗についての認識

 





ジェンダー平等への
主要課題の大きさを推定する

政策立案者が語る
ジェンダー平等の
優先事項：

政策立案者にそれぞれの国での
ジェンダー平等に関する次の4つの
主要な課題について質問した：

これら4つの問題は次のような基準によって選ばれた：





妊産婦死亡率

早すぎる結婚をした女性の割合

労働力人口に女性が占める割合

国会議員に女性が占める割合



妊産婦死亡率：

早すぎる結婚をしたの割合：

労働力人口に女性が占める割合：

国会議員に女性が占める割合：



政策立案におけるジェンダー



政策におけるジェンダー関連の
データと証拠





結論と次のステップ



国別プロフィール：
コロンビア



国別プロフィール：
インド



国別プロフィール：
インドネシア



国別プロフィール：
ケニア



国別プロフィール：
セネガル
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添付資料Ａ．
調査方法とサンプル

　この研究では「政策立案者」を、「組織での役割によって、政策

立案過程に直接的に影響を及ぼす地位にある個人」と定義し

た。

これには次のような人々が含まれる：

　各国に活動拠点を置くイプソスのスタッフとパートナーが、2017

年７月21日から９月６日のあいだに電話と対面によるインタ

ビューを行った。この時期にケニアとセネガルでは国会議員選挙

が行われたが、そのことが調査結果に影響を及ぼしたとは思わ

れない。

●

●

●

中央政府のメンバー

国会議員

地方または州レベルの行政および代議機関の代表者

上級公務員――、財務／企画、保健、教育、社会サービス、

労働、司法および公共行政の省庁（または同等の機関）の副

部長級（assistant director）以上の公務員

●

「キー・インフルエンサー」――、組織における役割または権

威によって、政策を形成する地位にある個人（たとえば、人権

委員会などの独立した法人組織の執行役、業界団体やメディ

ア団体、労働組合の長など）

●

性別を教えてください あなたはどの年齢層に属していますか

あなたは職業上どこに所属していますかすか あなたの仕事は主にどの地理的レベルを対象と
していますか

全体　　　 コロンビア　　インド　   インドネシア　  ケニア　     セネガル

 

■ 女性　■ 男性 ■ 50歳未満　■ 50歳以上

全体　　　 コロンビア　　インド　   インドネシア　  ケニア　     セネガル

■ 国　■ 地域または地方　■ 国際　■ その他■ 政府　■ 非政府　■  その他



イコール・メジャーズ2030
について



イコール・メジャーズのパートナー



� � � �


